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古墳時代中期・後期　遺跡全体で土器の出土数が最も多く、２・３・６～10・12号住居跡や、１・４～

７号流路跡に伴い土師器と少量の須恵器が出土している。流路跡は、いずれも堆積土中層に榛名伊

香保テフラ（Ｈｒ－ＦＰ、降灰年代６世紀第２四半期）の再堆積が確認でき、土器群の所属時期を考

慮する上で指標となる。ほかに１・３・５号土坑、１号遺物包含層や遺構外などから出土している。

　当該時期の土器群について、特徴から概ね全３群に分類が可能である。Ⅰ群は脚部が中空の高杯

と赤彩した杯を主体とし、甕・甑を伴う場合があり、壺は少数となる（２・12号住居跡、４号流路

跡遺物集中域１、５号流路跡ℓ４・５、６号流路跡など）。Ⅱ群は内面の稜線が下降し赤彩した杯

を主体とし、甕・甑を伴う場合があり、壺はごく少数となる（１・６・７号流路跡、４号流路跡遺

物集中域１・２など）。Ⅲ群は内面黒色処理のいわゆる有段丸底杯を主体とする（５号流路跡ℓ１・

２など）。本遺跡の特徴として、Ⅰ・Ⅱ群が圧倒的に多数を占める。所属時期について、Ⅰ群は佐

久間編年（佐久間2012）のⅡ段階（５世紀第２四半期）を上限とし、Ⅲ段階（５世紀第３四半期）、Ⅳ

段階（５世紀第４四半期）を主体とする。Ⅱ群は柳沼編年のⅤ期（５世紀末～６世紀初頭）とされる。

Ⅲ群は村田編年（村田2007）の２段階（６世紀中葉～後葉）と捉えておきたい。

次に出土量が多量で器種組成が捉えやすい４号流路跡遺物集中域１・２から出土した遺物につい
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て詳しくみていきたい。４号流路跡遺物集中域１は、ℓ７～10から出土した遺物で構成される。

出土位置に高低差があることから、一括による投棄では無く、流路が開口していた際に、継続的な

土器の投棄により形成されたものと判断している。土師器はⅠ・Ⅱ群の特徴が認められ、器種組成

は、杯、高杯、蓋、壺、甕、甑で構成される。佐久間分類（佐久間2012）に当てはめると杯Ｂ・Ｃ

類、高杯Ｂ類、壺A・Ｂ１類、甑Ｂ類となる。器種組成は、「高杯Ｂ類＋椀杯類」を主体とし、杯

Ｃ類・甑Ｂ類が認められることから、佐久間編年Ⅲｂ段階、Ⅳ段階を主体とする。また、少量なが

ら壺A類が認められる。これらのことから上限は佐久間編年Ⅱ段階となる。杯には、内面の稜線

が下降したものが定量みられることから、下限は柳沼編年Ⅴ期までとなる。そのほか特徴的な器種

として蓋がある。南相馬市内では、鹿島区桶師屋遺跡第２号住居跡（菅野ほか2018）、原町区原山

遺跡ＳＩ01（林ほか2018）、大甕採集（吉野ほか1978）の例が挙げられる。

４号流路跡遺物集中域２は、ℓ５・６から出土した遺物で構成される。流路の中でも平坦な場所

に多量の土器が折り重なるように出土しており、時間を置かずに一括で集積・投棄されたものと判

Ⅱ群
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図78　４号流路跡遺物集中域２出土土師器
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断している。土師器はⅡ群の特徴が認められ、器種組成は杯、壺、甕、甑、円窓付土器で構成される。

須恵器にはＴＫ47型式に類似した甕が認められる。組成に高杯が認められず、杯には、内面の稜

線が下降したものが大半を占めることから、柳沼編年のⅤ期（５世紀末～６世紀初頭）を主体とする。

そのほか甑には、直線的に外傾しながら立ち上がり、水平な口縁部を呈すもの（図56－４）が認め

られる。類例はいわき市の朝日長者遺跡第35号住居跡から出土した甑（菅原ほか1981）が挙げられ

る。円窓付土器は、類例は僅少だが、茨城県の遺跡から一定数出土が認められ、住居跡や居館の堀

跡から出土している（図79）。川又清明は円窓付土器について、古墳時代後期（６世紀代）に認められ、

焼成前に窓を成形している点を指摘しており（川又1998）、本遺跡の出土例と概ね共通する。

第３節　石製模造品について

本遺跡が位置する浜通り北部地域は、真野古墳群や、塚原古墳群（轡森古墳）、小浜２号墳など

の古墳からの出土例が周知されており、近年では居館跡とされる桶師屋遺跡からの出土例があり、

資料の蓄積が進んでいる地域とされる。本節では、浜通り北部地域の遺跡から出土した石製模造品

を概観し、本遺跡から出土した石製模造品の地域的な位置付けについて示して行きたい。

分布・種別　当地域で、有孔円板・剣形・勾玉形が出土した遺跡は、本遺跡も含め29遺跡が挙げ

られる。分布の傾向をみると、相馬市では高松丘陵の裾部周辺、南相馬市では新田川周辺、浪江町

では請戸川や棚塩丘陵周辺に出土遺跡が集中しており、対して双葉町・大熊町・富岡町の周辺では

稀薄となる。出土した遺跡の種別では、採集や遺構外などが多く判然としない例が多いが、古墳が

６遺跡６例、居館内部の住居跡からが１遺跡３例、集落内の住居跡が５遺跡９例、自然流路跡が１

遺跡３例となる。本遺跡の周辺では、太田川南岸の大久保遺跡で剣形が出土している。また、町川

原遺跡では、鈕が造り出された鏡形の石製模造品が出土している。

形　　態　有孔円板について、双孔円板は全地域で認められる。対して単孔円板は僅少で、新田川

以南から請戸川周辺で主に認められる。未成品は本遺跡、泉官衙遺跡、上渋佐前屋敷遺跡で認めら

れた。形態は、円形や楕円形を基調とするものが多く、方形や長方形のものは僅少ながら、本遺跡、

藤堂塚遺跡、黒木田遺跡、植畑遺跡、万開遺跡、小浜２号墳などで認められる。双孔円板の形態に

ついて、佐久間正明の提唱する「長軸比（長さに対する幅比率）」と「穿孔比（最大幅に対する穿孔幅

図79　古墳時代の円窓付土器

茨城県那珂市
森戸遺跡
豪族居館跡南北堀
（西野ほか1990）

塚田B遺跡
４号流路跡
遺物集中域２

埼玉県蓮田市
荒川附遺跡
第58号住居跡
（木戸ほか1992）

茨城県稲敷市
二の宮貝塚
第４号住居跡
（鈴木1991）

茨城県鉾田市姻田遺跡
第10号住居址（高橋1980）

0 20㎝
（1/10）

茨城県鹿嶋市
御園生遺跡
第22C号住居跡
（荒井ほか2003） 茨城県竜ケ崎市

外八代遺跡
SI67（桜井ほか1980）

茨城県
ひたちなか市
山崎遺跡
第７号住居跡
（宮崎1995）



132

第２章　　総　　括

図80　石製模造品出土遺跡
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図81　浜通り北部地域の石製模造品
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の比率）」による分析方法がある（佐久間

ほか2022）。この分析方法を活用し、４

号流路跡出土の有孔円板を対象として、

図82に示した。これをみると、分布に

バラつきがみられるものの、５世紀後

半から末頃を主体とする小浜２号墳や

正直30号墳の数値と近似する。また、

５世紀前葉を主体とする正直27号墳の

数値に近いものも少数ながら認められ

る。この様相は、先述した出土土師器

の年代観とも概ね合致する。剣形につ

いて、本遺跡では片面に鎬を持つもの

と持たないものが出土している。穿孔は、鎬を持つものは基部に１箇所を基調とし、鎬の側縁付近

に穿孔するものもみられる。当該地域では、表面に鎬を持つ剣形は全地域で定量認められる。対し

て鎬のないものは僅少で、本遺跡や轡森古墳、藤堂塚遺跡、植畑遺跡で認められた。また、片面鎬

の剣形の刃部際に穿孔を持つもの（図44－４）について、桶師屋遺跡出土例（報文19図２・３）が挙

げられる。地域内で共通した形態の製作が行われていたとみられる。勾玉形は僅少で、類例として

藤堂塚遺跡、桶師屋遺跡、轡森古墳、本屋敷古墳群、塚の越遺跡の諸例が挙げられる。

臼　　玉　本遺跡で出土した臼玉について、本遺跡の分類ではⅠ類が64％(197点 )、Ⅱ類が10％（32

点）、Ⅲ類が13％ (40点）、Ⅳ類が１％ (４点）、Ⅴ類が12％ (37点）となった。古手のいわゆる算盤

玉形のものがみられず、側面が直線的なものが多数を占め、わずかに稜を持つものが認められる。

臼玉の直径は3.6～5.0㎜のものが圧倒的多数を占める。本書のⅠ類は篠原祐一の臼玉分類における

Ｃ２類に当たり、その年代を５世紀中葉～末葉としている（篠原1995）。佐久間正明は、正直27号

墳出土の臼玉を考察する過程で、東日本の古墳出土の臼玉の特徴を年代ごとに整理している（佐久

間2020ａ）。これに本遺跡出土の臼玉の傾向を当てはめると、算盤玉形がみられず、側面が直線的

で短い円筒状のものが多く、概ね５世紀中葉～６世紀初頭のものと類似しており、４号流路跡の年

代観と整合的である。しかし、佐久間の指摘する「小型から大型化」について、本遺跡例では認め

られないことから、この時期幅の中でも古相を示している可能性がある。

年　　代　佐久間正明によれば、真野49号墳出土例が５世紀前半代、小浜２号墳出土例が５世紀

末を中心とする時期、轡森古墳出土例が５世紀後半～６世紀初頭に位置付けている（佐久間2017、

佐久間ほか2022）。本屋敷古墳群第３号墳出土例は、５世紀後半～６世紀初頭とされる（伊藤ほか

1985）。桶師屋遺跡の１～３号住居跡出土例は、概ね５世紀中葉とされる（菅野ほか2018）。上記の

例に本遺跡例の年代観も加味すると、当該地域における石製模造品は、５世紀前半に導入が開始さ

れ、５世紀後半から６世紀初頭に盛期を迎え、６世紀中葉以降は認められなくなる。福島県内にお

図82　有孔円板法量分布図（４号流路跡）
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ける石製模造品について、５世紀中葉に始まり、６世紀初頭まで盛行し、６世紀中葉にほとんどが

みられなくなるとされており（高松1995）、本地域の年代観と概ね合致する。

石　　材　本遺跡で石製模造品に使用された石材は９割以上が滑石となり、ほかにごく少量の蛇紋

岩、黒雲母片岩、緑泥片岩で占められる。佐久間正明は、山形県、宮城県、福島県北部地域の石製

模造品に使用される石材について、色調や材質の特徴からａ～ｃの３類型に分け、分布範囲につ

いて検討している。この中の石材ｂについて、「少数だが特徴的な石材である。基本的に青灰色を

呈するが , 表面が粗く黒色の点が斑状に見られる石材ｂ１と , 橙色・乳白色などが筋状に混入する

石材ｂ２に分けられる。」とした。佐久間は石材ｂの分布範囲について、宮城県仙台平野から阿武

隈川下流域および福島県北部の沿岸部でみられると指摘している。また、桶師屋遺跡では、石材

ａが６点、石材ｂが13点、石材ｃが５点という所見を示している（佐久間2022、佐久間編2022）。

さらに同様の石材は小浜２号墳、真野49号墳、桶師屋遺跡にみられ、他の地域にはみられない特

徴的な石材であることから、在地の石材を用いて製作された可能性を指摘している（佐久間ほか

2022）。本遺跡で出土した石製模造品の石材の特徴を把握するために、先述した佐久間分類（佐久

間2022）を参考に分類を行った。分類方法は本遺跡で出土した石製模造品の中で石材の特徴が把握

ができる、有孔円板・剣形91点を観察し、色調や材質から分類を試みた（写真89参照）。

石材A：青灰色を基調とし、灰色・乳色・橙色が斑状、筋状に入る。佐久間分類の石材ｂを包括する。

石材Ｂ：光沢のある乳色を基調とし、一部に黒色粒子が斑状に入る。

石材Ｃ：光沢のない灰色・乳色を基調とし、一部に黒色粒子が斑状に入る。

石材D：緑黒色の単色を基調とする。肉眼鑑定で、蛇紋岩とされたものである。

　結果、91点中、石材 A が最も多く75点、石材Ｂが８点、石材Ｃが７点、石材Ｄが１点で、佐久

間分類石材ｂを包括する石材Ａが全体の約82％を占める。また、藤堂塚遺跡や桶師屋遺跡の石製

模造品について実見したところ、石材 A・B が含まれていることを確認した。本遺跡や藤堂塚遺

跡、桶師屋遺跡から出土した石製模造品に共通する特徴の石材が用いられていることは、佐久間の

指摘する通り、浜通り北部地域に滑石・蛇紋岩の産出地が存在する可能性を示唆している。今後、

具体的な産出地の解明が課題といえる。ところで、真野川などの河床に露出する松ヶ平変成岩類

は、苦鉄質岩、泥質岩、砂岩、チャートからなり、少量の蛇紋岩を伴うことが知られている（前川

1988）。滑石は蛇紋岩が熱水による交代作用を受けて生成される鉱物で、蛇紋岩中に産出する場合

が多いとされる。このことから、浜通り北部地域において想定される滑石・蛇紋岩の産出地として、

真野川上流周辺が候補に挙げられる。また、浜通り地域で石材の産出地（いわき市四倉の八茎鉱山

周辺）が判明している（松嶋ほか2013、佐久間編2022）、いわき市古川遺跡の未成品・剥片・原石に

ついて実見したところ、黒色や青灰色を基調とし、白色の点が斑状に認められる石材が多く使用さ

れており、本遺跡の石材とは異なると判断した。よって、浜通り南部地域の石材産出地（八茎鉱山

周辺）から、本遺跡への石材搬入は低いとみられる。また、桶師屋遺跡や上渋佐前屋敷遺跡では石

材に粘板岩を用いており、有力な産出地として上真野川周辺が挙げられる（藤原2003）。
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第４節　土師器転用研磨具について

本遺跡では、４号流路跡遺物集中域１を中心にいわゆる「土師器転用研磨具」（以下研磨具）が28

点出土している。出土状況から、研磨具は石製模造品・臼玉の製作に関連した可能性が高いとみら

れる。ここでは、研磨具と石製模造品・臼玉の関係性に着目し、他遺跡からの出土例を確認しなが

ら用途について検討していく。そして、研磨具の使用痕跡からその使用方法や製作段階の位置付け

について明らかにしていく。

遺構内で石製模造品・臼玉の未成品と研磨具が共伴して出土している例について、管見によれば

８遺跡９例が挙げられ、大半が茨城県の霞ヶ浦南西の地域でみられる（図83参照）。

福島県郡山市　正直Ａ遺跡　５世紀後葉～６世紀初頭の石製模造品・臼玉の製作に伴う工房跡とさ

れる12号住居跡から出土している。住居跡からは、多数の滑石の原石や剥片・砕片、臼玉の未成品、

砥石が出土している。床面からも剥片や砕片が認められた。研磨具はℓ２から１点出土している。

土師器鉢の外面を使用しており、複数の研磨痕（報文では、線刻）が認められる（山内ほか1994）。

茨城県牛久市　ナギ山遺跡　５世紀後半の石製模造品製作に伴う工房とみられる第９・47号住居

跡から出土している。第９号住居跡の床面からは、滑石製の石製模造品の未成品、研磨途中の臼玉、

ほかに磨石や砥石が出土している。研磨具（報文では転用砥石）は貯蔵穴から２点出土している。

いずれも小片で土師器甕の体部外面を研磨に用いており、溝状の研磨痕が認められる。（石川ほか

2005）。第47号住居跡の堆積土中からは、有孔円板や滑石の剥片、ほかに砥石が出土している。研

磨具は堆積土の下層から１点が出土している。研磨具は、土師器椀の体部から底部の外面を使用し

ており、溝状の研磨痕が認められる（栗田2007）。

茨城県稲敷市　堂ノ上遺跡　５世紀末葉の臼玉製作を行っていた第２号竪穴建物跡から出土してい

る。床面からは滑石片、臼玉の未成品のほか、堆積土下層から敲石が出土している。滑石片は堆積

土の下層から床面にかけて認められる。研磨具は床面から１点出土している。土師器碗の底部外面

茨城県牛久市　ナギ山遺跡
第９号住居跡（石川ほか2005）

茨城県つくば市　元宮本前山遺跡
第５号住居跡（高野2006）

茨城県稲敷市　堂ノ上遺跡
第２号竪穴建物跡（前島ほか2009）

茨城県稲敷郡美浦村 野中遺跡
第６号住居址（中村2000）茨城県つくば市　古舘明神脇遺跡

第３号住居跡（綿引2013）

0 10㎝
（1/6）茨城県土浦市　中高津西原遺跡

第２号住居跡（小川ほか2007）

図83　石製模造品製作関遺構出土の土師器転用研磨具

福島県郡山市　正直Ａ遺跡
12号住居跡（山内ほか1994）

茨城県稲敷郡阿見町　実穀寺子遺跡
第６号住居跡（浅野1999）

茨城県牛久市　ナギ山遺跡
第47号住居跡（栗田2007）
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を使用しており、複数の研磨痕（報文では砥ぎ痕）が認められる（前島ほか2009）。

茨城県つくば市　元宮本前山遺跡　５世紀前葉の第５号住居跡から出土している。住居跡からは研

磨具や敲石などの工具が出土していることや、隣接する同時期の住居跡から滑石の原石、剥片が出

土していることを根拠に、石製模造品製作工房の可能性を指摘している。研磨具は床面から１点出

土している。土師器高杯の杯部外面を使用しており、３条の研磨痕が認められる。報文では、「坏

部外面を砥石として再利用した痕跡が見られる。砥面は，断面形がゆるやかなＵ字型を呈しており，

勾玉の背などを研磨するために用いられた筋砥石（溝砥石）と推測される」としている（高野2006）。

茨城県つくば市　古舘明神脇遺跡　５世紀中葉の第３号住居跡から出土している。床面や覆土下層

から、有孔円板の未成品・滑石片が出土している。研磨具は床面や貯蔵穴覆土中から２点出土して

いる。いずれも土師器杯の外面を使用しており、複数の研磨痕が認められる（綿引2013）。

茨城県土浦市　中高津西原遺跡　５世紀代の第２号住居跡から出土している。床面から、石製模造

品の素材と思われる滑石製の剥片がまとまって出土している。研磨具は床面から１点出土してい

る。土師器高杯の脚部外面を使用しており、複数の研磨痕（報文では溝状擦痕)が認められる。報

文中では転用砥石の可能性を指摘している（小川ほか2007）。

茨城県稲敷郡阿見町　実穀寺子遺跡　５世紀代の第６号住居跡から出土している。床面から堆積土

下層にかけて滑石の細片が出土している。研磨具は堆積土の中層から１点出土している。土師器高

杯の脚部が欠損した杯部の外面を使用しており、複数の研磨痕が認められる（浅野1999）。

茨城県稲敷郡美浦村　野中遺跡　５世紀後葉の第６号住居址から出土している。滑石製の未成品や

剥片のほかに砥石が出土している。研磨具は１点出土している。報文では「磨滅部は4面の破損断

面にみられ、表面と破損断面の稜部には擦痕も観察できる。」としている（中村2000）。

以上、これら類例の出土状況から勘案して、石製模造品・臼玉の製作に研磨具を使用していたと

考えて大過ないと思われる。使用された年代は５世紀後葉を主体とし、本遺跡の年代観と合致する。

次に出土した研磨具の使用痕の特徴から全４類に分類し、具体的な使用方法について検討してい

きたい（写真86参照）。

A類：研磨痕の平面形は直線状で、断面形は「Ｕ」字形を呈する。内側に細かい研磨が認められる。

幅は約４～11㎜、表面から深さは約２～３㎜となる（図24－11、図58－１～８、11～22・24）。

B類：研磨痕の平面形は、研磨具の中央から側縁に向かって広がる扇形を呈する。内側に細かい研

磨が認められる。断面形は逆台形や「U」字形、「Ｖ」字形を呈する。研磨痕の底面は側縁に

向かい下り傾斜となる。最大幅は約９～13㎜、表面から深さは約３～４㎜となる（図24－

10、図58－９～13・23）。

C類：研磨痕の平面形は直線状で、断面形は鋭角な「V」字形を呈する。上端幅は約２～４㎜、下端

幅は約１～２㎜、表面から深さは約１～２㎜となる（図15－２、図58－25）。

D類：研磨痕が細かい擦痕として観察されるもの。溝状にごく浅くくぼむもの。（図24－10、図

58－３～７・９～15・17・18・22）。
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A類は、研磨痕とされる溝の平面形が直線状であることから、比較的長い反復運動により形成さ

れたとみられる。研磨痕の断面形は「Ｕ」字形となることから、研磨した対象は短い円柱状のもの

とみられる。研磨痕の幅は約４～11㎜となり、臼玉の完成品と未成品の直径と概ね合致する。これ

らのことから勘案すると、Ａ類の研磨痕は臼玉の側面研磨により生じたとみられる。

B類は、研磨痕とされる溝の平面形は、研磨具の中央から側縁に向かって広がる扇形となること

から、研磨した対象は鋭利な三角形となり、短い反復運動により形成されたとみられる。溝の断面

形は逆台形や「U」字形、「Ｖ」字形で、内側には左右対称に面が形成されているものが多いことから、

研磨した対象の断面形は扁平な三角形とみられる。これらのことから勘案すると、B類の研磨痕は

剣形下端の鎬の研磨により生じたとみられる。

Ｃ類は、研磨痕とされる溝の平面形が直線状であることから、比較的長い反復運動により形成さ

れたとみられる。研磨痕の断面形は「Ｖ」字形となることから、研磨した対象は先端が鋭利な部分

とみられる。これらのことから勘案すると、C類の研磨痕は、石製模造品や臼玉の素材となる剥片

の側面にできた鋭利な稜を潰すための研磨により生じたとみられる。

D類は、細かい擦痕があり、溝状にごく浅くくぼむことから、Ａ～Ｃ類と比べ研磨痕の形成が未

発達で、本格的な成形ではなく形を整える程度とみられる。これらのことから勘案すると、D類の

研磨痕は、石製模造品や臼玉の製作工程の終盤、器形を調整するための研磨により生じたとみられる。

以上のことから、Ａ類は臼玉の側面を整形するための研磨、Ｂ類は剣形下端の鎬を成形するため

研磨、Ｃ類は石製模造品や臼玉の素材となる剥片の側面にできた鋭利な稜を潰すための研磨、Ｄ類

は石製模造品や臼玉の製作工程の終盤、器形を調整するための研磨に使用したと考えている。土師

器を研磨具として使用した理由として、土師器片は容易に入手できること、胎土に混和された長石

や石英が研磨作用を促進させること、砥石の摩耗や、深い研磨痕の形成を防止できることなどが挙

げられる。

第５節　石製模造品・臼玉の製作工程について

本遺跡では、４号流路跡遺物集中域１を中心として石製模造品・臼玉の未成品や剥片、石核が出

土しており、中には製作工程の段階を示す資料が認められる。本節では、既存の研究成果や類例を

基に、本遺跡における石製模造品・臼玉の製作工程について復元していきたい。

石製模造品の製作工程について篠原祐一によれば、寺村光晴の攻玉製作工程（寺村1980）を基本

とし、軟質な石材による工程変化を照らし合わせて、「原石搬入→荒割Ⅰ→荒割Ⅱ→形割→切削→（穿

孔）→研磨・成形→（穿孔）→完成」と想定すことが多いとしている。篠原は寺村の製作工程に若干

の変更を加え、剣形の製作工程を「原石搬入→（材質確認）→荒割Ⅰ→（選択）→荒割Ⅱ→（選択）→

荒割Ⅲ→（選択）→形割（形削）→（切削）→（穿孔）→研磨・成形→穿孔→完成」とした（篠原1996）。

臼玉の製作工程について、椙山林継は大きく四種に分類している。「A、平板石に碁盤目状に直
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交する溝を入れ、各々の中央に穿孔し、チョコレートのように割るもの―筑前宗像沖の島例等。B、

扁平長方形の細長い板材を次々と切断し正方形の材をつくり、整形、穿孔するもの―出雲東忌部中

島玉作例等。C、板状の扁平石を原材とし、一個分ずつ割り出していくもの―下総船橋夏見台例等。

D、管玉を切断するもの。」としている（椙山1971）。篠原祐一は「荒割Ⅰ→荒割Ⅱ→形割→切削・側

面研磨→穿孔→仕上げ研磨→完成」とした（篠原1995）。次に本遺跡の出土遺物と先行研究・実見し

たいわき市古川遺跡の出土例を参考に、製作工程の復元を行っていく（図84参照）。

共通ルート①原石の採取・搬入　石材産出地より、石材を採取し製作地に搬入する。図15－３が蛇

紋岩の原石で、素材として搬入されたとみられる。楕円形で、長さが16.6㎝、幅5.8㎝の原石が想

定できる。このことから、大型の礫を搬入するのでは無く、採取者が持ち運び易い大きさのものを

選別して搬入している可能性が高い。また、一度の打撃を加えていることから、石材産出地で適当

な持ち易い大きさまで荒割した可能性も考慮される。礫面にはわずかに流水による円磨が認められ

ることから、露頭採取では無く、河川上流の沿岸帯で採取したと想定される。

共通ルート②素材の製作　原石に連続した打撃を加えたり（荒割）、手で折り取ったり、金属製の

工具で切削し、製品とする板状の素材（剥片）を採取する。図52－１や図62－15が本工程に伴う石

核である。図52－１は、明確な金属製の工具痕が観察できることから、本工程で切削が行われた

といえる。図62－15は縁辺から複数回の打撃を加え、素材剥片を採取している。図51－17・21・

24・25、図52－２は素材（剥片）である。図52－２には工具痕が、図51－17・21の側面には、折

り取った際に生じる段差が認められる。本段階より後は、各種別ごとに異なる工程を経る。

有孔円板ルート　①具体的な形に整形（形割）を行う。図51－23では側縁に微細な剥離を加え、整

形している。この段階で、円形・楕円形・方形など大まかな円板の形を決めているとみられる。②

表裏面の研磨を行う。この段階で、所定の厚さにまで調整するとみられる。図51－10・11の表面

には研磨痕が認められる。③側面の研磨を行い、面を形成しながら具体的な形に仕上げていく。図

50－１は穿孔が認められず、側面の研磨までが行われている。この際、剥離により鋭利な稜が生

じていた場合は、C 類の研磨具を使用していたとみられる。また本遺跡から出土した有孔円板には、

上下側縁に剥離が認められるものがある。この痕跡は、有孔円板を台石に固定して側面の研磨を行っ

たことにより、台石と接触した部分が剥離した可能性がある（図39－14・20）。④穿孔を行い完成

となる。古川遺跡では①・③段階、上渋佐前屋敷遺跡（図81参照）では④段階のものが認められる。

剣形ルート　穿孔のタイミングについて、図50－２・４～６の観察から、整形後（②）と研磨後（④）

が考えられ、工程には２回の穿孔が含まれている。①具体的な形に整形（形割）を行う。図51－22

では両側縁に連続した剥離を加え、整形している。また、この段階で大まかなに鎬を造作するとみ

られ、図51－２～４の表面には、研磨より古い剥離により鎬を意識した稜が造作されている。②

穿孔を行う。図50－６の裏面や右側面にはわずかに研磨が、図50－４・５の一部には、研磨の際

に生じたとみられる光沢がみられる。このことから研磨の前段階、あるいは研磨の初期に穿孔を行っ

ていると判断した。③研磨を行う。この際に、刃部に鎬を整形した場合は、Ｂ類の研磨具痕跡が、



140

第２章　　総　　括

図84　塚田Ｂ遺跡における石製模造品・臼玉の製作工程フローチャート

共通ルート①原石の採取・搬入

有孔円板　完成 剣形　完成
臼玉　完成

搬入原石か

③側面研磨

④穿孔 ⑤側面円形調整研磨
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共通ルート②素材の製作
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②整形（形割）
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①整形（形割）①整形（形割）
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側面に平坦な面を整形した際の研磨具には、C 類の痕跡が生じる。図51－３・４は表面の稜を境

に左側のみ研磨しており、鎬の整形を意図したとみられる。図50－３、図66－９は表裏面に加え、

側面にも研磨が認められる。この前段階で穿孔しているものは完成となる。④穿孔を行い完成とな

る。図50－２は、基部側に穿孔を意識したくぼみが認められ、研磨後もしくは研磨の最終段階で

穿孔を行うものとみられる。古川遺跡では、①・③・④段階のものが認められる。

臼玉ルート　①ａ剥離や研磨により、柱状や細長い板状素材の製作を行う（①ａ－１）。椙山 B 分

類（椙山1971）を包括する工程である。図52－６は研磨により素材自体の形を整えているとみられ

る。図52－５は、明確に厚さ９～11㎜程度の角柱状を意図している。その後、これら柱状や細長

い板状の素材を折り取ったり、切削して臼玉1個単位ごとの素材を製作する（①ａ－２）。①ｂ石

製模造品の素材製作に伴い生じた廃棄剥片の中から、臼玉の素材となりそうなものを選り分けて

おく。②整形（形割）を行う。折り取ったり、剥離を行い、整形する。③表裏面や側面の研磨を行

う。この際、 五角形や六角形を意識して整形している。表裏面の研磨は、後段階の穿孔に際して臼

玉の安定を確保するのが目的とみられる。④穿孔を行う。図50－14は穿孔途中で中断したもの、

図50－11～13は穿孔時の破損品である。図50－13、図62－13では、研磨が認められないことか

ら②段階後に穿孔を行っていることがわかる。このことから、③と④の工程は前後するとみられ

る。⑤側面を円形に研磨して完成となる。この際使用した研磨具には A・D 類の痕跡が生じる。

図50－９・10は研磨の初期段階で、側面に明確な稜がみられる。図50－７・８は研磨が進捗し円

形を基調とするが、一部で側面に稜が残る。古川遺跡では、③～⑤段階のものが認められる。

第６節　４号流路跡における祭祀儀礼の変遷

４号流路跡から出土した多量の土師器や石製模造品は特異な出土状況を示しており、複数回にわ

たり祭祀儀礼が行われたと考えられる。ここでは、出土状況から勘案した４号流路跡における祭祀

儀礼の変遷について、先行研究を踏まえながら古い順ごとに全三段階に整理し、検討していきたい。

１段階（ℓ８～10）　祭祀は流路跡南西側の落ち際で行われる。古環境分析の結果から、乾いて水の

流れがない状況で行われたとみられる。祭祀の執行に際して使用されたものは、少量の石製模造品、

製作関連遺物（未成品）、供膳具（土師器杯）、貯蔵具（土師器大型壺）で構成される。佐久間正明に

よれば、石製模造品を用いた祭祀の場では多くの場合で土師器を伴い、供膳具と共に貯蔵具の大型

壺が認められるとしており、本段階の傾向と合致する。この大型壺の用途について、カミ祭りに必

要となる酒の醸造と保管が想定されている（佐久間2015、佐久間編2022）。祭祀遺構に石製模造品

と大型壺が伴う例として、福島市勝口前畑遺跡１号祭祀跡、郡山市正直 A 遺跡52ａ号住居跡、須

賀川市上ノ代遺跡１号溝跡、白河市舟田境遺跡1号祭祀跡などが挙げられる（佐久間編2022）。

２段階（ℓ７）　祭祀は引き続き流路跡南西側の落ち際で行われる。古環境分析の結果から、乾いて

水の流れがない状況で祭祀が行われたとみられる。祭祀の執行に際して使用されたものは、多量の
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石製模造品（有孔円板、剣形）、多量の臼玉、製作関連遺物（未成品、剥片、磨石、土師器転用研磨

具）、供膳具（土師器杯・高杯主体、壺、蓋）、調理具（土師器甕、甑）で構成される。ℓ７の石製模

造品や土師器の出土した位置の高低差は50㎝程あることから、①祭祀儀礼に伴い遺物を投棄する。

②流水などにより砂質の地山（ＬⅢ）が崩れ、２次堆積することにより、遺物が埋没する。①と②

を複数回繰り返しながら堆積したものと考えられ、５世紀中葉～６世紀初頭までの間に継続的な祭

祀儀礼が行われたとみられる。出土した供膳具や調理具から、祭祀に際して飲食儀礼がおこなわれ

たとみられる。中でも土師器の蓋は類例が僅少で、本遺跡では４号流路跡でのみ出土している。こ

の状況から勘案すると、土師器の蓋は日常生活で用いられる食器というより、飲食儀礼に伴う性格

がより強いと想定される。臼玉について、篠原祐一によれば「祭器具の構成一具や霊代たる神
ひもろぎ

籬の

玉類として祭祀行為に供せられたもの」と指摘しており（篠原1995）、石製模造品と同様に祭祀儀礼

に伴うものと考えられる。

注目される特徴として、石製模造品・臼玉の未成品や工具等の出土が挙げられる。大場磐雄は、

神坂峠の出土遺物に石製模造品や臼玉の未成品や砥石が含まれる理由について、①祭祀を執行する

場での製作、②未成品を祭祀に使用、の可能性を提示している（大場1971）。また桜井秀雄は、入

山峠や神坂峠で石製模造品の未成品が認められることに着目し、峠において製作した可能性を指摘

している（桜井2005）。笹生衛は、祭祀遺跡である千束台遺跡や出作遺跡から、未加工と加工途中

の鉄鋌、鍛冶関係の遺構・遺物とともに石製模造品の製作に伴う遺物が出土していることを根拠

に、祭祀に先立ち使用する鉄製模造品や石製模造品を祭祀場の近くで製作し、現地で祭祀の準備

を行っていたと指摘している。さらに延暦23（804）年にまとめられた伊勢神宮の祭式の記録である

『皇太神宮儀式帳』で、　神に供える品々や御饌を禰宜などが特別に製作・調理している記載に着目

し、祭祀の清浄さを保障するために、準備そのものを祭式に組み込む必要があったと指摘している

（笹生2016）。福島県内では、正直A遺跡や矢ノ目祭祀遺跡で未成品が出土している。正直Ａ遺跡

１号祭祀跡からは、石製模造品や未成品、滑石の剥片が散りばめられたように出土している（山内

ほか1994）。矢ノ目祭祀遺跡では、多数の石製模造品と未成品が出土している（橋本1978）。これら

の諸例や、先行研究、本遺跡の所見を勘案すると、本段階では祭祀を執行する場の周辺で一部の石

製模造品・臼玉の製作を行い、その後、祭祀儀礼に使用したとみられる。さらには、笹生が指摘す

るように石製模造品・臼玉の製作が祭式の一部として組み込まれていたことをうかがわせる。

３段階（ℓ５・６）　祭祀は流路北東側のテラス状の平坦な箇所で行われる。古環境分析の結果から、

泥が堆積しやすい状況で祭祀が行われたとみられる。祭祀の執行に際して使用されたものは、供膳

具（土師器杯主体）、調理具（土師器鉢・甕・甑）、貯蔵具（須恵器甕）、祭祀具（円窓付土器）で構成

される。石製模造品は用いず、供膳具に高杯がなくなり、調理具の割合が増す。1箇所に土師器を

集積するような状況で出土しており、飲食儀礼後の一括廃棄の痕跡とみられる。多量の土師器に伴

い出土した須恵器の甕は、１段階の土師器の大型壺と同様に飲食儀礼の際に供された醸造酒の貯蔵

に使用された可能性がある。集積された土師器の中には、円窓付土器が１点認められる。焼成前に
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円窓を成形しており、儀礼に使用する前提で製作されたとみられる。円窓付土器は、祭祀と結びつ

く類例はなかったが、本流路跡の出土例から祭祀儀礼に使用されたことが明確となった。

祭祀儀礼の性格　石製模造品を伴う祭祀の場について、佐久間正明は、「境界・峠・神奈備山・磐

座・湧水」を挙げ、そこでは飲食儀礼を伴う場合もあったとしている。また、福島県内の祭祀遺跡

の例から、首長が執行した祭祀の中に、水に関する祭祀が多数見られることを指摘している（佐久

間2015・2017）。４号流路跡の例は、遺構の性格から「水に関する祭祀儀礼」を行っていたとみられ

る。注目したいのは地表化して水が常時流れていない状況、つまりは流路内の干上がった場所を選

択して祭祀儀礼を行っている点である。また、４号流路跡は本遺跡で確認された住居跡の密集する

２箇所間の空閑地に位置しており、これを「集落の境」として捉えるならば、「境界の祭祀儀礼」と

しても解釈できる。

最後に、本流路跡で行われた祭祀の階層について言及しておきたい。佐久間正明は、東北地方南

部における石製模造品を用いた祭祀の階層構造を全３ランクに分けている（佐久間2017）。これに

祭祀の状況（４号流路跡２段階）を当てはめると、①特定箇所で行われること、②剣形と有孔円板

からなる多量の石製模造品が認められること、③多数の土師器が伴うこと、以上の点から勘案して

上位から２番目の「各集落のリーダー的存在の人物を含む首長が執行した祭祀」に位置付けられる。

遺物集中域２

ℓ８～10分布範囲ℓ８～10分布範囲

遺物集中域１

１段階 :少量の石製模造品(有孔円板･剣形）
　　　   製作関連遺物(未成品)
　　  　 供膳具(土師器杯)
　　      貯蔵具(土師器大型壺)
　　　

２段階 :多量の石製模造品(有孔円板・剣形)、多量の臼玉
　　　   製作関連遺物(未成品・剥片・磨石・土師器転用研磨具)
　　　   供膳具(土師器杯・高杯・蓋・壺)
　　　   調理具(土師器甕・甑)
　　　

３段堦 :供膳具(土師器杯主体)
　　　   調理具(土師器甕・鉢・甑)
　　　　貯蔵具(須恵器甕)
　　　　祭祀具(円窓付土器)

３段堦 :供膳具(土師器杯主体)
　　　   調理具(土師器甕・鉢・甑)
　　　　貯蔵具(須恵器甕)
　　　　祭祀具(円窓付土器)
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本遺跡では、①複数の流路跡からイネ属の植物珪酸体が検出されたことから、周辺で稲作が行わ

れていたとみられ、②住居跡や小穴に伴う広範囲な整地が確認でき、③鍛冶を予見させる炉壁が出

土していることから、古墳時代中期から後期に本格的な低地開発が始まったとみられる。これらの

ことから、４号流路跡の石製模造品を使用したの祭祀儀礼は、牛川や太田川流域の低地開発を担っ

た首長層により執行されたものと考えられる。また、３段階では石製模造品を祭祀儀礼に全く使用

していないことから、５世紀末から６世紀初頭にかけて、４号流路跡は祭祀儀礼の場として引き続

き機能するが、祭料として石製模造品を用いる意義は次第に低下していったとみられる。

第７節　ま　と　め

最後に各時代の調査成果について言及し、全体のまとめとしたい。

弥生時代　遺構は認められないが、弥生時代中期中葉～後葉、後期、終末期の土器の破片が出土し

ている。今回の発掘調査により、下太田地区では人々の活動の範囲が丘陵上だけではなく、河川に

近傍する低地にも広がることが判明した。また、法仏式の影響を受けた北陸系土器が１点出土して

おり、これは弥生時代終末期における浜通り地域と西方との交流を示す資料として評価できる。

古墳時代前期　４軒の住居跡が確認され、牛川沿いの沖積地に小規模な集落が形成された。土師器

の器種組成には、高杯、器台、二重口縁壺、甕、小型丸底壺・鉢、台付甕がみられる。当該地域で

は主要河川沿いに集落跡が確認されており、今回の発掘調査により同様の立地である牛川沿いに集

落が営まれたことが明らかとなった。

古墳時代中期・後期　前期と同様の立地に８軒の住居跡が確認され、断続的に集落が形成されたと

みられる。この時期に自然流路跡５条が形成される。６号住居跡からは、土師器転用研磨具や蛇紋

岩製で剝離のある原石が出土していることや、床面から石屑の分布範囲が検出されたことから、石

製模造品・臼玉の製作に関連した工房跡とみられる。４号流路跡からは、多量の土師器や石製模造

品・臼玉とその未成品が多く出土しており、水辺や境界における祭祀儀礼、これに伴う飲食儀礼が

うかがえる。遺跡内からは石製模造品・臼玉とその未成品、土師器転用研磨具が出土し、製作工程

の復元ができる良好な資料群と評価できる。石製模造品の研磨には、砥石などを使用するとされて

きたが、今回の発掘調査により土師器の小片を各種別、各段階に研磨具として使用したことが明ら

かとなった。本遺跡で出土した円窓付土器や土師器転用研磨具は茨城県南部の地域で類例が認めら

れる。今後、当地域と茨城県内南部の結びつきについて様々な要素から検討する必要がある。

本遺跡で確認された複数の自然流路跡からイネ属の植物珪酸体が検出されたことから、周辺では

稲作が行われていたことは確実で、住居跡に伴う広範囲な整地も確認でき、鍛冶を予見させる炉壁

も出土していることから、５世紀中葉から６世紀初頭にかけて本格的な低地の開発が行われたと考

えられる。そして、４号流路跡から多量に出土した石製模造品・臼玉の存在は、牛川や太田川流域

の低地開発を担った首長層による祭祀儀礼の執行を如実に現わしている。
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第１節　古 環 境 分 析

� パリノ・サーヴェイ株式会社

塚田Ｂ遺跡は牛川と太田川に挟まれた沖積地上に立地

する。調査区内からは複数の自然流路跡が検出され、北

側の牛川に蛇行しながら接続すると想定されている。出

土遺物から推定される流路跡の年代は、古墳時代中期～

後期（５世紀後半～６世紀前半）に限定される。流路跡の

覆土中には、火山灰の堆積がみられた。そこで、テフラ

分析により火山灰の年代や給源に関する情報を得て、遺

物の出土状況を含めて流路跡の年代観を得る。併せて、

流路の覆土の形成について覆土の粒度組成から把握する

ために粒度分析を実施する。

ＳＤ04ℓ７からは、石製模造品など数多くの遺物が出

土している。そこでℓ７を中心として覆土の堆積環境や

古植生、植物利用に関する情報を得る目的で珪藻分析、

花粉分析、植物珪酸体分析を実施する。

発掘調査所見からは、調査区内に見られる基本土層や

流路跡などの埋積に対して河川など水の影響が示唆され

たことから、主に珪藻化石の産状から水流の有無や水質

に関する情報を得るとともに、花粉分析や植物珪酸体か

らも湿潤な場所に生育する分類群の産状を調べる。

１．試　　料

分析試料を表12に示す。流路跡の中位から火山灰が

帯状に確認され、その下層から６世紀前半までの土器群

が確認されている。火山灰の状態、遺跡の位置、出土し

た土器の年代などから、供給源として榛名火山を想定し

ていた。この火山灰を含む覆土について、試料７点（Ｂ－

１～Ｂ－７）が採取された。この試料は、粒度分析にも

用いる。ＳＤ04ℓ７から採取された土壌試料を、珪藻分

析、花粉分析、植物珪酸体分析で用いる。この他に、基

本土層や流路跡から土壌試料が採取された。このうち、

基本土層のＬⅤは礫で構成され、旧牛川河床の堆積の可

能性が想定されている。LⅣはグライ化した青灰色の粘

土層であり、その形成過程が判明しない。ＬⅢは古墳時

代前期～後期の遺構検出面であり、灰色細砂層の形成

過程が判明しない。ＬⅡｆは115号水路調査区の南半部

や116号水路調査区で広範囲に見られる黒褐色粘土であ

り、泥炭質なことから湿地の可能性が考えられるが、そ

の形成過程が判明しない。ＬⅡｄは均一な砂の層であ

り、115号水路調査区の北半部に認められ、ＳＤ04ℓ５

と同一の可能性がある。その成因については洪水や津波

の可能性が想定されるが、判然としない。ＬⅡｅは古墳

時代中期～後期の遺構検出面であり、砂質土の形成過程

が判明しない。ＬⅡｃは115号水路調査区の北半部に認

められ、腐植質土の形成過程が判明しない。ＬⅡｂは古

墳時代中期～後期の遺構検出面で遺跡内に広範囲に認め

られるが、褐灰色土の形成過程が判明しない。以上の点

を検討するために、主に珪藻分析を実施し、必要に応じ

て花粉分析や植物珪酸体分析も選択された。

以上、今回の分析調査ではテフラ分析と粒度分析をそ

れぞれ７点、珪藻分析40点、花粉分析２点、植物珪酸

体分析10点を分析試料とした。また、同一試料で分析

項目が重なる場合は分割して分析に供した。

２．分析方法

テフラ分析　試料約20ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥

水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上

澄みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られ

た砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観

察はテフラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽

石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。

火山ガラスは、その形態によりバブル型・中間型・軽

石型の３タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は

薄手平板状、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状ある

いは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡
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を非常に多く持った塊状および気泡の長く伸びた繊維束

状のものとする。軽石については、屈折率を測定するこ

とにより、テフラを特定するための指標とする。屈折率

の測定は、古澤明のMAIOTを使用した温度変化法を用

いる（古澤1995）。なお測定試料は分析結果に基づき、

流路跡などの７点（Ｂ－１～Ｂ－７）が選択された。　�

粒度分析　粒度分析（礫、砂1/4φ、泥）は公文富士夫・

立石雅昭（公文・立石編1998）、上杉陽（上杉1971、

1972）の論考を参考に礫画分・砂粒子画分は篩別法、

泥分をなすシルト以下（シルト、粘土）の粒子画分は

ピペット法で行った。また、粒径区分はWentworth

（Wentworth1922）に従った。以下に分析操作工程を示

す。なお、今回の粒度分析の目的の１つとして、粒度特

性による海成砂と風成砂の区分を行うことにある。この

環境解析を行う指標の１つとしては歪度があるが、これ

を求めるには2/4φ間隔以下のせまい間隔で計算する必

要があることが、砂分における粒度間隔と粒径頻度分布

の精度に関する統計学的検証を行った上杉陽によって

明らかにされている（上杉1971）。これに基づき、今回

採用する砂分の篩の粒度間隔については1/4φ間隔とす

る。以下に粒度分析の具体的な手順を示す。

試料を風乾して２㎜φ篩で篩い分ける。２㎜φ（－

1.00φ）篩上粒子は水洗・乾燥させた後重量を測定す

る。いっぽう、２㎜φ篩下粒子は30.00gをビーカーに秤

量し、蒸留水と30％過酸化水素水を加え、熱板上で有

機物分解を行う。分解終了後、蒸留水と分散剤（４％カ

ルゴン）を加え、撹伴しながら30分間音波処理を行う。

沈底瓶にこの懸濁液を移し、往復振とう機で１時間振と

うする。振とう終了後、水で全量を1000mlにする。こ

の沈底瓶を１分間手で激しく振り、直ちに静置する。ピ

ペット法に準じて所定時間に所定深度から粗粒シルト

（0.063㎜φ（４φ）＞、粘土（0.0039㎜φ（８φ）＞）を10ml

採取し、105℃で24時間乾燥させた後、重量を測定し加

積通過率（質量％）を求める。ピペット法終了後、懸濁

液を0.063㎜篩で水洗いする。0.063㎜篩残留物を105℃

で24時間熱乾後、1.70㎜φ（－0.75φ）、1.40㎜φ（－0.5

φ）、1.18㎜φ（－0.25φ）、1.00㎜φ（0φ）、0.85㎜φ（0.25

φ）、0.71㎜φ（0.5φ）、0.60㎜φ（0.75φ）、0.5㎜φ（１

φ）、0.425㎜φ（1.25φ）、0.355㎜φ（1.5φ）、0.30㎜φ（1.75

φ）、0.25㎜φ（２φ）、0.212㎜φ（2.25φ）、0.180㎜φ（2.5

φ）、0.150㎜φ（2.75φ）、0.125㎜φ（３φ）、0.106㎜φ（3.25

φ）、0.088㎜φ（3.5φ）、0.075㎜φ（3.75φ）の篩で分け、

それぞれの篩上残留物の重量を測定（下２桁まで）し、加

積通過率（重量％）を求める。ピペット法および篩い分け

で求められる加積通過率（質量％）から粒径加積曲線を描

き、Wentworth（Wentworth1922）の粒径区分毎の質量

を算出する。各篩は内径200㎜、深さ60㎜である。

珪藻分析　湿重約５gをビーカーに計り取り、過酸化水

　表12 　分析資料一覧

MSC－TD ･ B－１
MSC－TD ･ B－２
MSC－TD ･ B－３
MSC－TD ･ B－４
MSC－TD ･ B－５
MSC－TD ･ B－６
MSC－TD ･ B－７
MSC－TD ･ B－８
MSC－TD ･ B－９
MSC－TD ･ B－10
MSC－TD ･ B－11
MSC－TD ･ B－12
MSC－TD ･ B－13
MSC－TD ･ B－14
MSC－TD ･ B－15
MSC－TD ･ B－16
MSC－TD ･ B－17
MSC－TD ･ B－18
MSC－TD ･ B－19
MSC－TD ･ B－20
MSC－TD ･ B－21
MSC－TD ･ B－22
MSC－TD ･ B－23
MSC－TD ･ B－24
MSC－TD ･ B－25
MSC－TD ･ B－26
MSC－TD ･ B－27
MSC－TD ･ B－28
MSC－TD ･ B－29
MSC－TD ･ B－30
MSC－TD ･ B－31
MSC－TD ･ B－32
MSC－TD ･ B－33
MSC－TD ･ B－34
MSC－TD ･ B－35
MSC－TD ･ B－36
MSC－TD ･ B－37
MSC－TD ･ B－38
MSC－TD ･ B－39
MSC－TD ･ B－40
MSC－TD ･ B－41
MSC－TD ･ B－42
MSC－TD ･ B－43
MSC－TD ･ B－44
MSC－TD ･ B－45
MSC－TD ･ B－46
MSC－TD ･ B－47

試料番号    　遺構名   層位　    　 土　質 Ｔ(屈) 粒度  Ｄ  Ｐ   Po
SD01
SD04
SD04
SD05
SD06
SD07
SH01
SD04
SD05
SD01
SD04
115－7
SD06
SD07
115－16
115-21

SD01
119－８
119－１
SD04
SD04
SD05
SD05
SD05
SD05
SD05

SD06

SD07
SD07
SD07
SD07
SD07
SD07
SD07
115－19
115－19
115－３
116－３
116－６
116－８

ℓ７
ℓ５
ℓ５
ℓ３
ℓ３
ℓ４
LⅡｄ′
ℓ７
ℓ５
ℓ８
ℓ８
ＬⅡｂ
ℓ４
ℓ８
ＬⅡｅ
ＬⅡｆ
ℓ１
ℓ９
ＬⅡｂ
ＬⅢ
ℓ３
ℓ９
ℓ１
ℓ２
ℓ４
ℓ６ａ
ℓ６d
ＬⅡｄ
ＬⅡｅ
ℓ１
ＬⅡｂ
ＬⅡｃ
ＬⅡｄ
ＬⅡｅ
ℓ１
ℓ２
ℓ３
ℓ５
ℓ７
ℓ９
ℓ10
ＬⅡｆ
ＬⅤ
ＬⅣ
ＬⅤ
ＬⅡｆ
ＬⅡｆ

にぶい黄褐色砂
にぶい黄褐色砂
にぶい黄褐色砂
にぶい黄橙色粗砂
灰黄褐色砂質土
浅黄色粗砂
にぶい黄橙色砂
灰色砂質土
灰色粘質土
黒色粘土
暗灰色土
褐灰色砂質土
灰色粘土
暗灰色土
褐灰色砂質土
黒褐色粘土
褐灰色土
暗オリーブ褐色砂質土
褐灰色土
灰色細砂
灰色細砂
暗灰色土
褐灰色土
褐灰色土
黒褐灰色土
灰色細砂
灰色砂質土
褐灰色砂質土
褐灰色砂質土
褐灰色砂質土
褐灰色土
黒色土
灰色細砂
褐灰色砂質土
褐灰色土
暗褐色粘質土
黒色粘質土
暗灰色粘質土
灰色土
暗灰色土
灰色粗砂
黒褐色粘土
灰黄褐色礫
青灰色粘土
灰黄褐色礫
黒褐色粘土
黒褐色粘土

  

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

※Ｔ(屈)：テフラ分析(屈折率測定), 粒度：粒度分析, Ｄ：珪藻分析, Ｐ：花粉分析,   
　Ｐｏ：植物珪酸体分析

(SD06)
(SD06)

(SD07)
(SD07)
(SD07)
(SD07)

１号整地


